
 

 

 

 

昨年より 7日早く 6/29 に梅雨明けを向えました。依然として生育は 7 日程早い状況です。果実肥大は平年並

みの推移となっております。ハダニ類の被害が目立つ場合は、薬剤散布を予定より早める等の対策を講じてくだ

さい。併せて、薬剤の効果を高めるため、散布前に新梢（徒長枝）整理を行い、園全体に薬液が到達するように

してください。 

 和梨の 7 月下旬の定期防除 

 

散布時期 7 月 20 日～25 日  

散布薬剤 

水              １００㍑ 

展着剤          ２０ml  ＊注意事項②参照 

スターマイトフロアブル   ５０ml  （前日、1回） 

キノドーフロアブル   １００ml （3 日前、9回）  

オリオン水和剤 40○劇    １００ｇ  （3 日前、2回）  ＊注意事項③、④参照 

対象病害虫 
黒斑病、輪紋病 

ハダニ類、シンクイムシ類、ハマキムシ類、カイガラムシ類 

散 布 量 10 ｱｰﾙ当り:450 ㍑以上   

注意事項 

① 殺ダニ剤の効果を上げるため、今回の薬剤散布の 3～4日前に下草除草を実施する。 

② 通常展着剤に代えて、機能性展着剤ササラの 2,000 倍を使用すると薬液の広がりがよくなり、散布後の

乾きも早くなる効果がある。（殺ダニ剤との相乗効果も期待できる） 

③ オリオン水和剤は劇物登録薬剤です。購入の際は印鑑をお持ちください。 

④ アブラムシ・カメムシ対策：オリオン水和剤に代えて、バリアード顆粒水和剤○劇 2,000 倍（前日、3

回）を使用する。バリアード顆粒水和剤は劇物登録薬剤です。購入の際は印鑑をお持ちください。 

 
 

 
散布時期 7 月 20 日～25 日  

散布薬剤 

水             １００㍑ 

展着剤          ２０ml  ＊注意事項②参照 

スターマイトフロアブル  ５０ml   （前日、1回）   

キノンドーフロアブル  １００ml  （3 日前、9回）   

バリアード顆粒水和剤○劇     ５０ｇ  （前日、3回）    

対象病害虫 
黒斑病、輪紋病 

ハダニ類、シンクイムシ類、ハマキムシ類、アブラムシ類、カメムシ類 

散 布 量 10 ｱｰﾙ当り：450 ㍑以上  

注意事項 

① 殺ダニ剤の効果を上げるため、今回の薬剤散布の 3～4日前に下草除草を実施する。 

② 通常展着剤に代えて、機能性展着剤ササラの 2,000 倍を使用すると薬液の広がりがよくなり、散布後の

乾きも早くなる効果がある。（殺ダニ剤との相乗効果も期待できる） 

③ バリアード顆粒水和剤は劇物登録薬剤です。購入の際は印鑑をお持ちください。 

 

平成 30 年 7 月 13 日 

ＪＡ中野市営農センター 
ＪＡ中野市ナシ部会 No.8 

（参考）有袋 8 月上旬の 薬剤散布予定：8／5～10 日頃（前回より 15 日後） 

【有袋】前回から 15 日後 

【無袋】前回から 15 日後 

（参考）無袋 8 月上旬の 薬剤散布予定：8／5～10 日頃（前回より 15 日後） 

 散布日：7 月   日 

 散布量：     ㍑ 

 散布日：7 月   日 

 散布量：     ㍑ 

 西洋梨の定期散布は次頁をご覧ください。 



 

 西洋梨の 7 月下旬の定期防除 

【有袋】前回から 20 日後 

散布時期  7 月 25 日～30 日  

散布薬剤 

水            １００ℓ 当り 

展着剤              １０mℓ  

スターマイトフロアブル  ５０mℓ （前日、1回）  ＊注意事項①参照 

キノンドーフロアブル  １００mℓ （3 日前、9回）    ＊注意事項②参照 

オリオン水和剤４０○劇   １００g （3 日前、2回）  ＊注意事項③参照 

対象病害虫 輪紋病、ハダニ類、シンクイムシ類、ハマキムシ類、カイガラムシ類 

散布量 10 ｱｰﾙ当り：600 ㍑以上  

注意事項 

① スターマイトフロアブルに代えて、ダニコングフロアブル 2,000 倍（前日、1回）でもよい。 

② キノンドーフロアブルに代えてオキシラン水和剤 500 倍（3日前、9回）でも良い。有機銅

成分を含む薬剤（オキシラン水和剤やキノンドーフロアブル等）の使用回数は合計で 9 回

以内であるので注意する。 

③ オリオン水和剤 40 は劇物登録薬剤です。購入の際は印鑑をお持ちください。 

④ 葉やけ防止のため、高温時の散布はしない。 

 

【無袋】前回から 10 日後 

散布時期  7 月 25～30 日 

散布薬剤 

水            １００ℓ 当り 

展着剤              １０mℓ  

スターマイトフロアブル  ５０mℓ  （前日、1回） ＊注意事項①参照 

キノンドーフロアブル  １００mℓ （3 日前、9回）    ＊注意事項②参照 

オリオン水和剤 40○劇   １００ｇ （3日前、2回）  ＊注意事項③参照 

対象病害虫 輪紋病、ハダニ類、シンクイムシ類、ハマキムシ類、カイガラムシ 

散布量 10 ｱｰﾙ当り：600 ㍑以上  

注意事項 

① スターマイトフロアブルに代えて、ダニコングフロアブル 2,000 倍（前日、1回）でもよい。 

② キノンドーフロアブルに代えてオキシラン水和剤 500 倍（3日前、9回）でも良い。有機銅

成分を含む薬剤（オキシラン水和剤やキノンドーフロアブル等）の使用回数は合計で 9 回

以内であるので注意する。 

③ オリオン水和剤は劇物登録薬剤です。購入の際は印鑑をお持ちください。 

④ 葉やけ防止のため、高温時の散布はしない。 

 

 ７月下旬の重点管理作業 

① 土壌水分管理：定期的なかん水の実施と土壌乾燥防止のため、樹冠下に敷きワラやマルチ等を早めに実施する。 

② 雑草管理：バスタ液剤 200 倍を使用する ⇒ 水 100ℓ 当りバスタ液剤 500ｍℓ  

③ 西洋梨腐らん病対策：梅雨期間に感染拡大しています。病斑を見つけ次第、削り取りを実施してください。 

 散布日：7 月   日 

 散布量：     ㍑ 

（参考）8 月中旬の 薬剤散布予定：8／15～20 日頃（前回より 20 日後） 

 散布日：7 月   日 

 散布量：     ㍑ 

（参考）8 月上旬の 薬剤散布予定：8／10～15 日頃（前回より 15 日後） 


